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(57)【要約】
【課題】　本発明の目的はキッチンカウンターの加熱調
理器のトッププレートの上面とカウンターの上面とを面
一にできる加熱調理器の組込み構造を提供することにあ
る。
【解決手段】　
　本発明は、キッチンカウンターに組み込まれる加熱調
理器の組込み構造であって、前記加熱調理器が、トップ
プレートと、前記トッププレートの四辺を覆う枠体と、
前記トッププレートの下方に位置する調理器本体と、を
備え、前記枠体が、下面が前記カウンター上面と前記ト
ッププレートの上面にまたがって接する上片を有し、前
記加熱調理器を前記カウンターに組み込んだ際に、カウ
ンター上面と前記トッププレートの上面が面一になるこ
とを特徴とする加熱調理器の組込み構造を提供する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キッチンカウンターに組み込まれる加熱調理器の組込み構造であって、
　前記加熱調理器が、トッププレートと、前記トッププレートの四辺を覆う枠体と、前記
トッププレートの下方に位置する調理器本体と、を備え
　前記枠体が、下面が前記カウンター上面と前記トッププレートの上面にまたがって接す
る上片を有し、
　前記加熱調理器を前記カウンターに組み込んだ際に、カウンター上面と前記トッププレ
ートの上面が面一になることを特徴とする加熱調理器の組込み構造。
【請求項２】
　前記枠体が、前記上片の下面中央部から下方に伸びる垂片と、前記垂片から横方向に伸
びる下片と、を有し、
　前記トッププレートが前記上片と前記下片の間に差し込まれ、前記トッププレートは前
記下片に支えられることを特徴とする請求項１に記載の加熱調理器の組込み構造。
【請求項３】
前記調理器本体が、前記垂片に接続されていることを特徴とする請求項１または２に記載
の加熱調理器の組込み構造。
【請求項４】
前記トッププレートの面積が前記調理器本体の面積と略同じ大きさを成していることを特
徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の加熱調理器の組込み構造。
【請求項５】
　枠体と、前記枠体に四辺を覆われるトッププレートと、前記トッププレートの下方に位
置する調理器本体と、を備え、キッチンカウンターの上面に形成された開口から組み込ま
れる組込み型加熱調理器であって、
　前記枠体が、下面が前記カウンター上面と前記トッププレートの上面にまたがって接す
る上片を有し、
　前記加熱調理器を前記カウンターに組み込んだ際に、前記カウンター上面と前記トップ
プレートの上面が面一になることを特徴とする組込み型加熱調理器。
【請求項６】
　枠体と、前記枠体に四辺を覆われるトッププレートと、前記トッププレートの下方に位
置する調理器本体と、を備える加熱調理器を、キッチンカウンターの上面に形成された開
口から組み込んだシステムキッチンであって、
　前記枠体が、下面が前記カウンター上面と前記トッププレートの上面にまたがって接す
る上片を有し、
　前記加熱調理器を前記カウンターに組み込んだ際に、前記カウンター上面と前記トップ
プレートの上面が面一になる組込み型加熱調理器を有することを特徴とするシステムキッ
チン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キッチンカウンターの天板の開口に備えられる、組込み型加熱調理器および
システムキッチンに関するものである。 
【背景技術】
【０００２】
　従来、キッチンカウンターの調理器は、カウンター上面の開口より小さい調理器本体と
カウンター上面の開口に対して十分に面積の広いトッププレートから構成され、カウンタ
ーの組付けに際しては、調理器本体をカウンターの開口から組込み、トッププレートの下
面をカウンターの上面に載置するように組付けされていた。
【０００３】
　しかし、カウンターの上面にトッププレートが載置されていると、トッププレートの厚
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み分、段差ができるため、トッププレートの上面とカウンターの上面を、面一にする要望
があった。これに応えるため、あらかじめ、カウンター上面にトッププレートの大きさに
合った開口を設けて、調理器のトッププレートとカウンター上面とを面一にするシステム
キッチンが開示されている。（例えば、特許文献１）
【特許文献１】特開２００７－２６３５２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載されているシステムキッチンでは、調理器のトッププレートとカ
ウンター上面とが面一になる。しかしながら、カウンターの開口とトッププレートとの隙
間に充填材入れなければならないという問題や、古い調理器を新しい調理器に交換し、調
理器とカウンターを面一にしたいという場合に、カウンターの開口を拡大もしくは専用カ
ウンターに交換しなければならない、という解決すべき課題がまだある。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、調理器のトッププレートとカウンターの隙間に充填材を使用
せずに、また、カウンターの開口を大きくすることなく調理器のトッププレートの上面と
カウンターの上面とを面一にできる組込み型加熱調理器の組込み構造、組み込み型加熱調
理器およびシステムキッチンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、キッチンカウンターに組み込まれる加熱調理器の組込み構造
であって、　前記加熱調理器が、トッププレートと、前記トッププレートの四辺を覆う枠
体と、前記トッププレートの下方に位置する調理器本体と、を備え、前記枠体が、下面が
前記カウンター上面と前記トッププレートの上面にまたがって接する上片を有し、前記加
熱調理器を前記カウンターに組み込んだ際に、カウンター上面と前記トッププレートの上
面が面一になることを特徴とする加熱調理器の組込み構造が提供できる。
【０００７】
　本発明の一態様によれば、枠体と、前記枠体に四辺を覆われるトッププレートと、前記
トッププレートの下方に位置する調理器本体と、を備え、キッチンカウンターの上面に形
成された開口から組み込まれる組込み型加熱調理器であって、前記枠体が、下面が前記カ
ウンター上面と前記トッププレートの上面にまたがって接する上片を有し、前記加熱調理
器を前記カウンターに組み込んだ際に、前記カウンター上面と前記トッププレートの上面
が面一になることを特徴とする組込み型加熱調理器が提供できる。
【０００８】
　本発明の一態様によれば、枠体と、前記枠体に四辺を覆われるトッププレートと、前記
トッププレートの下方に位置する調理器本体と、を備える加熱調理器を、キッチンカウン
ターの上面に形成された開口から組み込んだシステムキッチンであって、前記枠体が、下
面が前記カウンター上面と前記トッププレートの上面にまたがって接する上片を有し、前
記加熱調理器を前記カウンターに組み込んだ際に、前記カウンター上面と前記トッププレ
ートの上面が面一になる組込み型加熱調理器を有することを特徴とするシステムキッチン
が提供できる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一態様によれば、調理器のトッププレートとカウンターの隙間に充填材を使用
せずに、また、カウンターの開口を大きくすることなく、加熱調理器のトッププレートの
上面とキッチンカウンターの上面を面一にできる組付け構造、加熱調理器およびシステム
キッチンを提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１および図６を用いて、本発明の好ましい実施形態の例を説明する。
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　図１はキッチンカウンターを示す図で、キッチンカウンター２はカウンター面材２１と
、このカウンター面材２１を補強するカウンター補強材２２から構成される。キッチンカ
ウンター２面には加熱調理器１を組み込めるように、加熱調理器１の本体部より大き目の
開口部２３が形成されている。この開口部２３に対して、調理器の本体部１３が上方より
挿入され組み込まれる。
【００１１】
従来の加熱調理器の組み込み構造は、図９に示すようにカウンターに形成された開口（図
示せず）に、調理器の本体部を入れ込み、開口より大きな面積のトッププレート１０１が
開口を覆うように組み込まれる。したがって、トッププレート１０１の厚み分が、カウン
ター１０２の上面より高くなっている。
【００１２】
　図２に本発明の加熱調理器１の例を示す。
加熱調理器１は、略長方形のトッププレート１１と、このトッププレートの四辺を覆う枠
体１２と、トッププレートの裏面に位置する調理器本体部１３を備える。トッププレート
１１は一般的に耐熱ガラス製であり、調理器本体部１３には電磁式の加熱器が備えられて
いる。
【００１３】
　図３に加熱調理器１をカウンター２に組み込んだ例の断面図を示す。
　四辺を枠体１２に覆われた加熱調理器１は、カウンター２の開口２３に調理器本体部１
３から挿入され、開口２３の内周より小さい枠体の外周が開口に納まる。そして、トップ
プレート１の上面とカウンター２の上面が面一になる。
【００１４】
　図４は枠体を説明する図である。
　トッププレート１１の四辺を覆う枠体１２は、トッププレート１１の各辺にそれぞれ取
付けられ、トッププレート１１の四辺を覆う。枠体１２は、カウンター２１の上面とトッ
ププレート１１の上面にまたがる上片１２１と、上片１２１の裏面中央付近に繋がり下方
に伸びる垂片１２２と、垂片から横方向に伸び、トッププレートの下面を支える下片１２
３を有し、縦断面の形状が略「下」の字状をしている。
【００１５】
　上片１２１のトッププレート側の下面と下片の上面の間は、トッププレート受け部１２
４となり、その間隔はトッププレートの厚みと略同等で、枠体２はトッププレートに対し
て上下にがたつきがないように覆う。また、上片１２１の離面はトッププレート１側とカ
ウンター２側とが高さが同じになっている。
【００１６】
　トッププレートの四辺に枠体１２を嵌めた後に、キッチンカウンターの開口に調理器本
体１３の底面から、挿入していくと、枠体１２の垂片１２２もカウンターの開口に入って
いく。そして、枠体１２の上片１２１の下面がカウンターの上面およびトッププレートの
上面に接する状態で組み付けられる。この時、枠体１２はトッププレート１の荷重を下片
１２３で受け、垂片１２２が外側に広がろうとし、垂片１２２の外周面がカウンターの外
周面に押し付けられ、また、枠体１２の上片１２１がカウンター２およびトッププレート
１の上面に接するため、カウンター２とトッププレート１の上面が面一になる。
【００１７】
　ここで、枠体１２の上片１２１には、トッププレート１の重さに加えて、トッププレー
ト１の下方に位置する調理器本体部１３の重量、および、調理時の鍋の重量も加わるため
、耐荷重性を考慮すると金属製が好ましく、耐荷重として、２０ｋｇから３０ｋｇに耐え
られるように、また、好ましくは４０ｋｇから５０ｋｇとするとよい。また、上片１２１
の厚みは、カウンター１上面に対して段差になるため低い方がよく０．５ｍｍ以上から２
ｍｍ以下がよく、好ましくは０．５ｍｍ以上から1ｍｍ以下がよい。
【００１８】
　また、図５に示すように、枠体の両端は４５度の角度に形成する。そうすると、隣り合
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う辺の枠体の端部との間は、トッププレートに嵌め合わせた際に、隙間が生じないように
なる。四隅は尖らないようにするとよい。
【００１９】
　また、図６に示すように枠体１２の四隅により大きな丸みのＲ部１２５を形成してもよ
い。そうすると、引っ掛かりがなく清掃等の手入れで手を怪我することがない。
【００２０】
　　また、調理器本体１３は、外箱１３１によって覆われている。外箱１３１は枠体１２
の垂片１２２の下片１２３よりさらに下方位置で、内周側に固定する。
【００２１】
　［実施例］
　一般的にキッチンカウンターに加熱調理器を組み込むための開口が縦４６０ｍｍ、横５
６０ｍｍの大きさで形成されている。この場合、通常トッププレートはそれよりも大きい
ものが一般的であるが、本発明の実施例では、トッププレートの外周の大きさは縦４２８
ｍｍ、横５４５ｍｍで、厚みは８ｍｍである。枠体は材質がステンレス製もしくはアルミ
製で、上片の厚みが１ｍｍで、垂片の厚みが２ｍｍ、上片と下片の間隔、すなわち、トッ
ププレート受け入れ部の幅が８．１ｍｍとなっている。枠体は、トッププレートの長辺用
の長さが５８４ｍｍで、短辺用の長さが４８７ｍｍである。また、枠体の長辺の四隅にあ
たる部分にはＲ５ｍｍの丸みを形成した。
【００２２】
　トッププレートの四辺に枠体を取付けると、枠体の垂片の外周は縦４３５ｍｍ、横５５
０ｍｍと、カウンターの開口よりわずかに小さい。垂片から横方向に伸びる下片より下方
の垂片の内周面に、調理器本体部の外箱を固定する。外箱は、縦４２９ｍｍ、横５４４ｍ
ｍである。固定は、垂片に皿ビス用の座部を形成し、皿ビスで固定すると、水下片の外周
から出っ張らずに固定できる。ただし、空隙は確保してあるため、皿ビスに限定されるも
のでなく、なべ小ネジや丸リベット等を用いてもよい。
【００２３】
　この加熱調理器を調理器本体部からカウンターの開口に挿入し、枠体の上片の外側下面
がカウンターの上面に載置させると、上片の裏面の高さが同じであることから、カウンタ
ーおよびトッププレートの上面が略面一になる。また、枠体の上片の厚みが１ｍｍ程度と
薄く、上片が気にならない。また、上片がトッププレートとカウンターの両方に跨る形に
なるため、トッププレートとカウンターの隙間に充填材を入れる必要もない。
【００２４】
　本実施例により、加熱調理器のトッププレートの上面とキッチンカウンターの上面を面
一にでき、また、加熱調理器の交換を容易とするカウンター開口への組付け構造および加
熱調理器を提供することが可能となる。
【００２５】
　［第２実施例］
　次に、枠体の別な実施例を図７を用いて説明する。
　図７は上辺の上部に高さ１ｍｍ程度の突起を形成した例を示している。この突起により
加熱された調理器具である鍋やフライパン等が調理位置から位置がずれたときにカウンタ
ー面に触れさせない効果を奏する。
【００２６】
　［第３実施例］
　次に、緩衝材を用いた例を図８を用いて説明する。
　図８では、枠体のトッププレート受け部に、緩衝材３を入れている。こうすると、トッ
ププレートに左右方向の力が加わっても動くことがない効果を奏する。また、これは防水
構造も兼ねる。さらに、カウンター上面と上片との間に緩衝材４を入れると、防水の点で
さらに優れたものになる。
【００２７】
　以上、本発明によれば、調理器のトッププレートとカウンターの隙間に充填材を使用せ
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ずに、また、カウンターの開口を大きくすることなく調理器のトッププレートの上面とカ
ウンターの上面とを面一にできる加熱調理器の組込み構造、加熱調理器およびシステムキ
ッチンを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一態様であるカウンター示す図である。
【図２】本発明の一態様である加熱調理器を示す図である。
【図３】本発明の一態様である加熱調理器の組み込み構造を示す図である。
【図４】本発明の一態様である枠体を示す図である。
【図５】本発明の一態様である枠体を示す図である。
【図６】本発明の一態様である枠体を示す図である。
【図７】本発明の一態様である枠体を示す図である。
【図８】本発明の一態様である加熱調理器の組み込み構造を示す図である。
【図９】従来例を示す図である。
【符号の説明】
【００２９】
　　　１　　加熱調理器
１１　トッププレート
１２　枠体
１３　調理器本体部
２　　カウンター
３　　緩衝材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(7) JP 2010-71571 A 2010.4.2

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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